2009年1月8日告示、1月25日投票　岐阜県知事選立候補者アンケート　高レベル放射性廃棄物処分地関連

古田候補の回答と理由・意見に対する私たちのコメント　　2009/01/22
１．県条例の制定について　　回答：制定の必要はない

	理由・意見

瑞浪超深地層研究所に関しては、「放射性廃棄物の持ち込み禁止、使用禁止、そして将来においても処分場にしない」という協定が締結されていること。

以前から「県として処分場を県内に受け入れる考えはない」と表明していること。
　従いまして、現段階では、条例の制定を必要とする状況にはないと考えております。 


◆私たちのコメント

　県内に高レベル放射性廃棄物処分場を受け入れないとする古田候補の姿勢は支持します。
　しかし私たちは瑞浪超深地層研究所が処分場になるのではないかと心配しているのではありません。その周辺地域が処分場にならない保証がないからこそ、私たちは県条例の制定を求めています。
　　高知県東洋町の応募の事例から、文献調査段階では知事の意見は無視され、文献調査終了段階で意見を聴かれるだけです。応募後の県条例検討では手遅れです。
　更に古田候補が知事になった場合、知事である間は処分場を受け入れないとしても、次ぎに知事になった方が処分場を受け入れるかも知れません。
私たちはどなたが知事になった場合も岐阜県内には処分場にならないことを条例で担保したいと強く願っています。
　また、瑞浪超深地層研究所は調査や実験のためボーリング等で無数のミズミチ（水の通り道）をつくってしまい、処分場としての封じ込めの機能を持たないにもかかわらず、処分場化を推進する考えの人たちに不安を持ちます。

２．高レベル放射性廃棄物処分地の受け入れについて　　　　回答：受け入れない

	理由・意見

県民の安全・安心を第一に考えて、県内に高レベル放射性廃棄物処分場を受け入れる考えはありませ。


◆私たちのコメント

　処分場を受け入れる考えがないことを、評価します。
この考えを将来も担保するためにこそ、当選されたら県条例を実現していただきたいと願っています。
３　 ① RI・研究所等廃棄物処分地 :受け入れない　　
②　ウラン残土レンガの持ち込み:　認めない
	理由・意見

①県民の安全・安心を第一に考え、安全性の確認ができない状況では、ＲＩ・研究所等廃棄物処分場を受け入れる考えはありません。
②県民の安全・安心を第一に考え、安全性の確認ができない状況では、れんがの県内への搬入を受け入れる考えはありません。


◆私たちのコメント
　「安全性の確認ができない状況では」と限定されると、国の基準で安全性が確認されたと強弁された場合、受け入れざるを得なくなるのではないかと危惧します。
そもそも岐阜県が必要とする事情はないのですから、「安全性の評価に県民の意見が分かれる可能性がある限りは受け入れない」との姿勢をとっていただきたいと願っています。

ともかく、「県民の安全・安心を第１に考える」姿勢がある限り、受け入れは許されません。                                                                        以上
